
令和６年２月号

千葉県警察本部

千葉県内における交通事故死者数は、長期的には

減少傾向にあるものの、令和５年中は１２７人

(前年比＋３人)となり、２年連続で増加しました。

県警では飲酒運転などの悪質な運転者の取締りや、

交通事故防止の取組を推進しています。悲惨な交通

事故をなくすため、日頃から安全運転や、安全な 

道路横断などを心掛けましょう。

令和５年中の交通死亡事故の特徴

①死者数は歩行者が最多 歩行中の事故死者の約７割(５４人中３７人)が 

道路を横断中に事故に遭っています。

☆ 道路を横断するときは、可能な限り横断歩道を 

利用し、車が来ていないことをよく確認してから 

渡りましょう。

☆ 運転者は横断歩道に近づいたら、横断する歩行者 

がいないか減速して確認しましょう。また、 

交差点等の右・左折先の道路に横断する歩行者が 

いないか注意しましょう。

②薄暮時(日没前後１時間)に多発
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薄暗くなると、車から歩行者の発見が遅れたり、 

お互いの距離感が分かりにくくなります。

☆ 車は薄暗くなる前から早めにライトを点灯し、 

速度を落として走りましょう。

☆ 歩行者は明るい色の服装や反射材等を身につけ、 

運転者に自分の存在を知らせましょう。

③ 車両※同士の事故では「出会い頭」の衝突が最多
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※車両とは、自動車・二輪車・原動機付自転車・自転車のことをいう。

出会い頭事故の多くは交差点で発生しており、 

「安全確認の不足」が最大の原因です。

☆ 交差点は車両や歩行者が行き交うため、事故が 

発生しやすい場所です。周囲に目を配り、安全 

な速度で走行しましょう。

☆ 見通しの悪い交差点では、徐行を必ず行い、 

必要に応じて一時停止するなどして、安全確認 

をしっかりしましょう。


